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VRF対応 PBRに関する制約事項
•ルートマップコマンドの set globalと set vrfを、同じルートマップでいっしょに設定する
ことはできません。

•同じ PBRを複数の一意の VRFインターフェイスに適用することはできません。例外は、
PBRポリシーに set globalまたは set vrfが setコマンドとして含まれている場合です。

•異なるルートマップコマンドオプション（set ip vrf、set ip default vrf、set vrf）を、同じ
シーケンスまたは異なるシーケンスで同じルートマップに設定することはできません。

ルートマップで異なるシーケンス番号を使用して複数の一意のルートマップコマンドオ

プション（set vrfなど）を設定できます。

VRF対応 PBRに関する情報

概要

VRF-Liteの機能によって、サービスプロバイダーは、VPN間で重複した IPアドレスを使用で
きる複数の VPNをサポートできます。VRF-Liteは入力インターフェイスを使用して異なる
VPNのルートを区別し、各 VRFに 1つまたは複数のレイヤ 3インターフェイスを対応付けて
仮想パケット転送テーブルを形成します。

Cisco IOS XE 16.12.1リリース以降では、VRF Liteインターフェイスで PBRを設定できます。

MPLSは、PBRが設定されている VRF Liteインターフェイスでは設定できません。
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VRF対応 PBRには次のタイプのものがあります。

•継承VRF：継承VRFの場合、VRFのコンテキストは入力インターフェイスに暗黙的に継
承されます。パケットは VRFインターフェイスに入り、同じ VRFからポリシールーティ
ングまたは転送されます。VRFルーティングおよび転送テーブルは、設定されたルートポ
リシーをパケットに適用するためにルートルックアップが必要な場合に使用されます。

• VRF間：VRF間の場合は、VRFのコンテキストを明示的に指定する必要があります。こ
の場合、パケットは VRFインターフェイスに入り、別の VRFインターフェイスにポリ
シールーティングまたは転送されます。

• VRFからグローバルルーティングテーブル：パケットはVRFインターフェイスに入り、
グローバルルーティングテーブルからポリシールーティングまたは転送されます。グロー

バルルーティングテーブルのコンテキストは、明示的に指定する必要があります。

•グローバルルーティングテーブルから VRF：パケットはグローバルインターフェイスに
入り、VRFインターフェイスからポリシールーティングまたは転送されます。

VRF対応 PBRの set句
次のいずれかのオプションにより、PBRパケットによる VRF選択を有効にすることができま
す。

•ルートマップ

•グローバルルーティングテーブル

•指定された VRF

次の set句を使用したルートマップコマンドにより、VRFインスタンスのパケットのポリシー
ベースのルーティングを有効にすることができます。

• set ip vrf vrf-name next-hop ip-address [ip-address]：VRFに対して指定されたネクストホッ
プを使用して、ルートマップの一致基準を満たす IPv4パケットのルーティング先を示し
ます。

• set ipv6 vrf vrf-name next-hop ip-address [ip-address]：VRFに対して指定されたネクスト
ホップを使用して、ルートマップの一致基準を満たす IPv6パケットのルーティング先を
示します。

• setglobal：グローバルルーティングテーブルを使用してパケットをルーティングします。
このコマンドは、特定のVRFに属する入力パケットをグローバルルーティングテーブル
を介してルーティングするために役立ちます。

• set vrf：特定の VRFテーブルを使用して、その VRFに属するインターフェイスのいずれ
かを介してパケットをルーティングします。VRFテーブルにルートがない場合、そのパ
ケットはドロップされます。
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• set ip global next-hop：PBRのルートマップの基準に一致する IPv4パケットを転送するネ
クストホップを指定します。ネクストホップに到達するためにグローバルルーティング

テーブルを使用します。

• set ipv6 global next-hop：PBRのルートマップの基準に一致する IPv6パケットを転送する
ネクストホップを指定します。ネクストホップに到達するためにグローバルルーティング

テーブルを使用します。

• set ip default vrf vrf-name nexthop ip-address [ip-address]：VRFのルーティングテーブルに
IPアドレスが存在することを確認します。IPアドレスが存在する場合、パケットのポリ
シールーティングは行われず、ルーティングテーブルに基づいて転送されます。IPアドレ
スがルーティングテーブルに存在しない場合、パケットのポリシールーティングが行わ

れ、指定されたネクストホップに送信されます。

• set ipv6 default vrf vrf-name nexthop ip-address [ip-address]：VRFのルーティングテーブル
に IPv6アドレスが存在することを確認します。IPv6アドレスが存在する場合、パケット
のポリシールーティングは行われず、ルーティングテーブルに基づいて転送されます。

IPv6アドレスがルーティングテーブルに存在しない場合、パケットのポリシールーティン
グが行われ、指定されたネクストホップに送信されます。

• set ip default global：グローバルルーティングに IPv4 VRFを設定します。

• set ipv6 default global：グローバルルーティングに IPv6 VRFを設定します。

• set ip default next-hop：PBRのルートマップの一致条件を満たした IPv4パケットのうち、
宛先に対する明示ルートが指定されていないものの送信先を指定します。

• set ipv6 default next-hop：ポリシールーティングのルートマップの一致条件を満たした IPv6
出力パケットのうち、宛先に対する明示ルートが指定されていないものの送信先を指定し

ます。

VRF対応 PBRの設定方法

ルートマップでの継承 VRFの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

VRF対応 PBRの設定
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目的コマンドまたはアクション

Device# configure terminal

IPアクセスリストのタイプを指定し、
対応するアクセスリストコンフィギュ

ip
access-list{standard|extended}[access-list-name|access-list-number]

例：

ステップ 3

レーションモードを開始します。標

準、拡張、または名前付きアクセスリ

ストを指定できます。
Device(config)# ip access-list
standard 10

アクセスリストでパケットを許可また

は拒否する基準を定義します。

[sequence-number]{permit|deny}protocol
source source-wildcard destination
destination-wildcard

ステップ 4

例：

Device(config-ipv4-acl)# 10 permit
133.33.33.0 0.0.0.255

ポリシーベースルーティングを有効に

するための条件を定義します。ルート

route-map map-tag [permit
|deny][sequence-number]

例：

ステップ 5

マップコンフィギュレーションモード

を開始します。Device(config-route-map)# route-map
vrf1_vrf1 permit 10

一致したパケットに対してポリシー

ルーティングを実行します。IPアクセ
match ip-address{acl-number
[acl-number|acl-name ]|acl-name
[acl-name |acl-number]}

ステップ 6

スリストと拡張ACLがサポートされて
います。例：

Device(config-route-map)# match ip
address 10

パケット長と照合します。match length min max

例：

ステップ 7

Device(config-route-map)# match length
64 1500

パケットをルーティングするためのネ

クストホップを指定します。

set ip next-hop ip-address[ip-address]

例：

ステップ 8

Device(config-route-map)# set ip
next-hop 135.35.35.2

100ギガビットイーサネットインター
フェイスを設定し、インターフェイス

interface HundredGigE
rack/slot/module/port

例：

ステップ 9

コンフィギュレーションモードを開始

します。Device(config-if)# interface
HundredGigE1/0/11
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスをレイヤ 3イーサ
ネットインターフェイスとして設定し

ます。

no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステップ 10

VRFをレイヤ 3インターフェイスに対
応付けます。

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 11

Device(config-if)vrf forwarding vrf1

インターフェイスの IPアドレスを入力
します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 12

Device(config-if-vrf)ip address
100.1.1.1 255.255.255.0

PBRで使用するルートマップを識別し
ます。

ip policy route-map map-tag

例：

ステップ 13

Device(config-if) ip policy route-map
vrf1_vrf1

インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを終了し、特権 EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Device(config-f)# end

ステップ 14

100ギガビットイーサネットインター
フェイスを設定し、インターフェイス

interface HundredGigE
rack/slot/module/port

例：

ステップ 15

コンフィギュレーションモードを開始

します。Device(config)# interface
HundredGigE1/0/25

インターフェイスをレイヤ 3イーサ
ネットインターフェイスとして設定し

ます。

no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステップ 16

VRFをレイヤ 3インターフェイスに対
応付けます。

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 17

Device(config-if)# vrf forwarding vrf1

インターフェイスの IPアドレスを入力
します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 18

Device(config-if-vrf)ip address
135.35.35.1 255.255.255.0

VRF対応 PBRの設定
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ルートマップでの IPv6継承 VRFの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPアクセスリストのタイプを指定し、
対応するアクセスリストコンフィギュ

ip access-list{standard
|extended}[access-list-name
|access-list-number]

ステップ 3

レーションモードを開始します。標

例： 準、拡張、または名前付きアクセスリ

ストを指定できます。Device(config)# ipv6 access-list
acl_vrf1

アクセスリストでパケットを許可また

は拒否する基準を定義します。

[sequence-number]{permit|deny}protocol
source source-wildcard destination
destination-wildcard

ステップ 4

例：

Device(config-ipv6-acl)# 10 permit
ipv6 1333::/64 2000::/64

ポリシーベースルーティングを有効に

するための条件を定義します。ルート

route-map map-tag [permit
|deny][sequence-number]

例：

ステップ 5

マップコンフィギュレーションモード

を開始します。Device(config-route-map)# route-map
vrf1_vrf1_v6 permit 10

一致したパケットに対してポリシー

ルーティングを実行します。IPアクセ
match ip-address{acl-number
[acl-number|acl-name ]|acl-name
[acl-name |acl-number]}

ステップ 6

スリストと拡張ACLがサポートされて
います。例：

Device(config-route-map)# match ipv6
address acl_vrf1

パケット長と照合します。match length min max

例：

ステップ 7

Device(config-route-map)# match length
64 1500

VRF対応 PBRの設定
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目的コマンドまたはアクション

IPv6ルーティングパケットのネクスト
ホップを指定します。

set ip next-hop ip-address[ip-address]

例：

ステップ 8

Device(config-route-map)# set ipv6
next-hop 1335::1

100ギガビットイーサネットインター
フェイスを設定し、インターフェイス

interface HundredGigE
rack/slot/module/port

例：

ステップ 9

コンフィギュレーションモードを開始

します。Device(config-if)# interface
HundredGigE1/0/11

インターフェイスをレイヤ 3イーサ
ネットインターフェイスとして設定し

ます。

no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステップ 10

VRFをレイヤ 3インターフェイスに対
応付けます。

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 11

Device(config-if)vrf forwarding vrf1

インターフェイスの IPアドレスを入力
します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 12

Device(config-if-vrf) ipv6 address
1000::1/64

PBRで使用するルートマップを識別し
ます。

ip policy route-map map-tag

例：

ステップ 13

Device(config-if)ipv6 policy route-map
vrf1_vrf1_v6

インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを終了し、特権 EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Device(config-if)end

ステップ 14

100ギガビットイーサネットインター
フェイスを設定し、インターフェイス

interface HundredGigE
rack/slot/module/port

例：

ステップ 15

コンフィギュレーションモードを開始

します。Device(config)# interface
HundredGigE1/0/25

インターフェイスをレイヤ 3イーサ
ネットインターフェイスとして設定し

ます。

no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステップ 16

VRFをレイヤ 3インターフェイスに対
応付けます。

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 17

VRF対応 PBRの設定
7

VRF対応 PBRの設定

ルートマップでの IPv6継承 VRFの設定



目的コマンドまたはアクション

Device(config-if)# vrf forwarding vrf1

インターフェイスの IPアドレスを入力
します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 18

Device(config-if-vrf) ipv6 address
1335::2/64

明示的な IPv6アドレスが設定されてい
ないインターフェイスにおける IPv6処
理をイネーブルにします。

ipv6 enable

例：

Device(cofig-if) ipv6 enable

ステップ 19

ルートマップでの VRF間の設定

始める前に

route-mapコマンドの次の set句を使用できます。

• set ip vrf vrf-namenext-hopip-address[ip-address]：VRFに対して指定されたネクストホップ
を使用して、ルートマップの一致基準を満たす IPv4パケットのルーティング先を示しま
す。

• set ip default vrf vrf-namenexthopip-address[ip-address]：VRFのルーティングテーブルに IP
アドレスが存在することを確認します。IPアドレスが存在する場合、パケットのポリシー
ルーティングは行われず、ルーティングテーブルに基づいて転送されます。IPアドレスが
ルーティングテーブルに存在しない場合、パケットのポリシールーティングが行われ、指

定されたネクストホップに送信されます。

• set vrf：特定の VRFテーブルを使用して、その VRFに属するインターフェイスのいずれ
かを介してパケットをルーティングします。VRFテーブルにルートがない場合、そのパ
ケットはドロップされます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

VRF対応 PBRの設定
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目的コマンドまたはアクション

IPアクセスリストのタイプを指定し、
対応するアクセスリストコンフィギュ

ip access-list {standard
|extended}[access-list-name
|access-list-number]

ステップ 3

レーションモードを開始します。標

例： 準、拡張、または名前付きアクセスリ

ストを指定できます。Device# ip access-list standard 10

アクセスリストでパケットを許可また

は拒否する基準を定義します。一致基

[sequence-number]{permit|deny}protocol
source source-wildcard destination
destination-wildcard

ステップ 4

準は、IPアドレス、IPアドレスの範
例： 囲、および他の IPパケットアクセス

リストのフィルタリングオプションにDevice(config-ipv4-acl)# 10 permit
133.33.33.0 0.0.0.255 基づいて定義できます。サポートされ

るアクセスリストは、名前付きアクセ

スリスト、番号付きアクセスリスト、

標準アクセスリスト、および拡張アク

セスリストです。一致基準の定義には

Cisco IOSソフトウェアのすべての IP
アクセスリスト設定オプションを使用

できます。

あるルーティングプロトコルから別の

ルーティングプロトコルへルートを再

route-map map-tag [permit
|deny][sequence-number]

例：

ステップ 5

配布する条件を定義するか、ポリシー

ルーティングをイネーブルにします。Device(config-route-map)# route-map
vrf1_vrf2 permit 10 ルートマップコンフィギュレーション

モードを開始します。

標準アクセスリストまたは拡張アクセ

スリストで宛先ネットワーク番号のア

match ip-address {acl-number
[acl-number |acl-name ]|acl-name
[acl-name|acl-number]}

ステップ 6

ドレスが許可されているルートを配布

例： し、一致したパケットのポリシールー

ティングを行います。Device(config-route-map)# match ip
address 10

• •IPアクセスリストがサポートされ
ます。

• •この例は、標準アクセスリスト 1
を使用して一致基準を定義するよ

うに、ルートマップを設定してい

ます。

set ip vrf
vrf-namenext-hopip-address[ip-address]

set ip vrf vrf-name next-hop {ip-address
[ip-address]|}

ステップ 7

コマンドは、VRFに対して指定された• set ip default
vrfvrf-namenext-hop{ip-address[ip-address]|} ネクストホップを使用して、ルート

VRF対応 PBRの設定
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目的コマンドまたはアクション

マップの一致基準を満たす IPv4パケッ
トのルーティング先を示します。

• set vrfvrf-name

例：

defaultキーワードにより、VRFのルー
ティングテーブルに IPアドレスが存在

Device(config-route-map)# set ip vrf
vrf2 next-hop 135.35.35.2
or

することが確認されます。IPアドレスDevice(config-route-map)# set ip
default vrf vrf2 next-hop 135.35.35.2 が存在する場合、パケットのポリシー
or

ルーティングは行われず、ルーティンDevice(config-route-map)# set vrf
vrf2 グテーブルに基づいて転送されます。

IPアドレスがルーティングテーブルに
存在しない場合、パケットのポリシー

ルーティングが行われ、指定されたネ

クストホップに送信されます。

set vrfキーワードを使用すると、特定
のVRFテーブルを使用して、そのVRF
に属するインターフェイスのいずれか

を介してパケットがルーティングされ

ます。VRFテーブルにルートがない場
合、そのパケットはドロップされま

す。

100ギガビットイーサネットインター
フェイスを設定し、インターフェイス

interface HundredGigE
rack/slot/module/port

例：

ステップ 8

コンフィギュレーションモードを開始

します。Device(config-if)# interface
HundredGigE1/0/11

インターフェイスをレイヤ 3イーサ
ネットインターフェイスとして設定し

ます。

no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステップ 9

VRFをレイヤ 3インターフェイスに対
応付けます。

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 10

Device(config-if)# vrf forwarding vrf1

インターフェイスの IPアドレスを入力
します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 11

Device(config-if-vrf)# ip address
100.1.1.1 255.255.255.0

PBRで使用するルートマップを識別し
ます。

ip policy route-map map-tag

例：

ステップ 12

Device(config-if)# ip policy route-map
vrf1_vrf2

VRF対応 PBRの設定
10

VRF対応 PBRの設定

ルートマップでの VRF間の設定



目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを終了し、特権 EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 13

100ギガビットイーサネットインター
フェイスを設定し、インターフェイス

interface HundredGigE
rack/slot/module/port

例：

ステップ 14

コンフィギュレーションモードを開始

します。Device(config)# interface
HundredGigE1/0/25

インターフェイスをレイヤ 3イーサ
ネットインターフェイスとして設定し

ます。

no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステップ 15

VRFをレイヤ 3インターフェイスに対
応付けます。

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 16

Device(config-if)# vrf forwarding vrf2

インターフェイスの IPアドレスを入力
します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 17

Device(config-if-vrf)ip address
135.35.35.1 255.255.255.0

ルートマップでの IPv6 VRF間の設定

始める前に

route-mapコマンドの次の set句を使用できます。

• set ipv6 vrf vrf-name next-hopip-address[ip-address]：VRFに対して指定されたネクストホッ
プを使用して、ルートマップの一致基準を満たす IPv6パケットのルーティング先を示し
ます。

• set ip default vrf vrf-namenexthopip-address[ip-address]：VRFのルーティングテーブルに IP
アドレスが存在することを確認します。IPアドレスが存在する場合、パケットのポリシー
ルーティングは行われず、ルーティングテーブルに基づいて転送されます。IPアドレスが
ルーティングテーブルに存在しない場合、パケットのポリシールーティングが行われ、指

定されたネクストホップに送信されます。

• set vrf：特定の VRFテーブルを使用して、その VRFに属するインターフェイスのいずれ
かを介してパケットをルーティングします。VRFテーブルにルートがない場合、そのパ
ケットはドロップされます。

VRF対応 PBRの設定
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPアクセスリストのタイプを指定し、
対応するアクセスリストコンフィギュ

ip access-list {standard
|extended}[access-list-name
|access-list-number]

ステップ 3

レーションモードを開始します。標

例： 準、拡張、または名前付きアクセスリ

ストを指定できます。Device# ipv6 access-list acl_vrf1

アクセスリストでパケットを許可また

は拒否する基準を定義します。一致基

[sequence-number]{permit|deny}protocol
source source-wildcard destination
destination-wildcard

ステップ 4

準は、IPv6アドレス、IPv6アドレスの
例： 範囲、および他の IPv6パケットアクセ

スリストのフィルタリングオプションDevice(config-ipv6-acl)# 10 permit
ipv6 1333::/64 2000::/64 に基づいて定義できます。サポートさ

れるアクセスリストは、名前付きアク

セスリスト、番号付きアクセスリス

ト、標準アクセスリスト、および拡張

アクセスリストです。一致基準の定義

には Cisco IOSソフトウェアのすべて
の IPv6アクセスリスト設定オプション
を使用できます。

あるルーティングプロトコルから別の

ルーティングプロトコルへルートを再

route-map map-tag [permit
|deny][sequence-number]

例：

ステップ 5

配布する条件を定義するか、ポリシー

ルーティングをイネーブルにします。Device(config-route-map)# route-map
vrf1_vrf2_v6 permit 10 ルートマップコンフィギュレーション

モードを開始します。

標準アクセスリストまたは拡張アクセ

スリストで宛先ネットワーク番号のア

match ip-address {acl-number
[acl-number |acl-name ]|acl-name
[acl-name |acl-number ]}

ステップ 6

ドレスが許可されているルートを配布

例： し、一致したパケットのポリシールー

ティングを行います。Device(config-route-map)# match ipv6
address acl_vrf1

VRF対応 PBRの設定
12

VRF対応 PBRの設定

ルートマップでの IPv6 VRF間の設定



目的コマンドまたはアクション

• •IPv6アクセスリストがサポートさ
れます。

• •この例は、標準アクセスリスト 1
を使用して一致基準を定義するよ

うに、ルートマップを設定してい

ます。

set ipv6 vrf
vrf-namenext-hopip-address[ip-address]

set ip vrf vrf-name next-hop {ip-address
[ip-address]|}

ステップ 7

コマンドは、VRFに対して指定された• set ip default vrfvrf-name
next-hop{ip-address [ip-address]|} ネクストホップを使用して、ルート

マップの一致基準を満たす IPv4パケッ
トのルーティング先を示します。

• set vrfvrf-name

例：
defaultキーワードにより、VRFのルー
ティングテーブルに IPアドレスが存在

Device(config-route-map)# set ipv6
vrf vrf2 next-hop 1335::1
or することが確認されます。IPアドレス
Device(config-route-map)# set ipv6

が存在する場合、パケットのポリシーdefault vrf vrf2 next-hop 1335::1

ルーティングは行われず、ルーティンor
Device(config-route-map)# set vrf
vrf2 グテーブルに基づいて転送されます。

IPアドレスがルーティングテーブルに
存在しない場合、パケットのポリシー

ルーティングが行われ、指定されたネ

クストホップに送信されます。

100ギガビットイーサネットインター
フェイスを設定し、インターフェイス

interface HundredGigE
rack/slot/module/port

例：

ステップ 8

コンフィギュレーションモードを開始

します。Device(config-if)# interface
HundredGigE1/0/11

インターフェイスをレイヤ 3イーサ
ネットインターフェイスとして設定し

ます。

no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステップ 9

VRFをレイヤ 3インターフェイスに対
応付けます。

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 10

Device(config-if)# vrf forwarding vrf1

インターフェイスの IPアドレスを入力
します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 11

Device(config-if-vrf)# ipv6 address
1000::1/64

VRF対応 PBRの設定
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目的コマンドまたはアクション

PBRで使用するルートマップを識別し
ます。

ip policy route-map map-tag

例：

ステップ 12

Device(config-if)# ipv6 policy
route-map vrf1_vrf2_v6

インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを終了し、特権 EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 13

100ギガビットイーサネットインター
フェイスを設定し、インターフェイス

interface HundredGigE
rack/slot/module/port

例：

ステップ 14

コンフィギュレーションモードを開始

します。Device(config)# interface
HundredGigE1/0/25

インターフェイスをレイヤ 3イーサ
ネットインターフェイスとして設定し

ます。

no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステップ 15

VRFをレイヤ 3インターフェイスに対
応付けます。

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 16

Device(config-if)vrf forwarding vrf2

インターフェイスの IPアドレスを入力
します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 17

Device(config-if-vrf) ipv6 address
1335::2/64

明示的な IPv6アドレスが設定されてい
ないインターフェイスにおける IPv6処
理をイネーブルにします。

ipv6 enable

例：

Device(cofig-if) ipv6 enable

ステップ 18

ルートマップでのVRFからグローバルルーティングテーブルオプショ
ンの設定

始める前に

route-mapコマンドの次の set句を使用できます。

• set ip global next hop：PBRのルートマップの一致基準を満たす IPv4/IPv6パケットのうち、
グローバルルーティングテーブルが使用されるものの転送先を指定します。

• setglobal：グローバルルーティングテーブルを使用してパケットをルーティングします。

VRF対応 PBRの設定
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPアクセスリストのタイプを指定し、
対応するアクセスリストコンフィギュ

ip access-list {standard
|extended}[access-list-name
|access-list-number]

ステップ 3

レーションモードを開始します。標

例： 準、拡張、または名前付きアクセスリ

ストを指定できます。Device# ip access-list standard 10

アクセスリストでパケットを許可また

は拒否する基準を定義します。一致基

[sequence-number
]{permit|deny}protocol source
source-wildcard destination
destination-wildcard

ステップ 4

準は、IPアドレス、IPアドレスの範
囲、および他の IPパケットアクセス

例： リストのフィルタリングオプションに

基づいて定義できます。サポートされDevice(config-ipv4-acl)# 10 permit
133.33.33.0 0.0.0.255 るアクセスリストは、名前付きアクセ

スリスト、番号付きアクセスリスト、

標準アクセスリスト、および拡張アク

セスリストです。一致基準の定義には

Cisco IOSソフトウェアのすべての IP
アクセスリスト設定オプションを使用

できます。

あるルーティングプロトコルから別の

ルーティングプロトコルへルートを再

route-map map-tag [permit |deny
][sequence-number]

例：

ステップ 5

配布する条件を定義するか、ポリシー

ルーティングをイネーブルにします。Device(config-route-map)# route-map
vrf1_global permit 10 ルートマップコンフィギュレーション

モードを開始します。

標準アクセスリストまたは拡張アクセ

スリストで宛先ネットワーク番号のア

match ip-address {acl-number
[acl-number |acl-name ]|acl-name
[acl-name |acl-number]}

ステップ 6

ドレスが許可されているルートを転送

例： し、一致したパケットのポリシールー

ティングを行います。Device(config-route-map)# match ip
address 10

VRF対応 PBRの設定
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目的コマンドまたはアクション

• •IPアクセスリストがサポートされ
ます。

• •この例は、標準アクセスリスト 1
を使用して一致基準を定義するよ

うに、ルートマップを設定してい

ます。

パケットをルーティングするためのネ

クストホップを指定します。

set ip default global next-hop ip-address
[ip-address]

ステップ 7

• set global

例：

Device(config-route-map)# set ip
default global next-hop 135.35.35.2
or
Device(config-route-map)# set global

100ギガビットイーサネットインター
フェイスを設定し、インターフェイス

interface HundredGigE
rack/slot/module/port

例：

ステップ 8

コンフィギュレーションモードを開始

します。Device(config-if)# interface
HundredGigE1/0/11

インターフェイスをレイヤ 3イーサ
ネットインターフェイスとして設定し

ます。

no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステップ 9

VRFをレイヤ 3インターフェイスに対
応付けます。

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 10

Device(config-if)# vrf forwarding vrf1

インターフェイスの IPアドレスを入力
します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 11

Device(config-if-vrf)#ip address
100.1.1.1 255.255.255.0

PBRで使用するルートマップを識別し
ます。

ip policy route-map map-tag

例：

ステップ 12

Device(config-if)# ip policy route-map
vrf1_global

インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを終了し、特権 EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Device(config-f)# end

ステップ 13

VRF対応 PBRの設定
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目的コマンドまたはアクション

100ギガビットイーサネットインター
フェイスを設定し、インターフェイス

interface HundredGigE
rack/slot/module/port

例：

ステップ 14

コンフィギュレーションモードを開始

します。Device(config)# interface
HundredGigE1/0/25

インターフェイスをレイヤ 3イーサ
ネットインターフェイスとして設定し

ます。

no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステップ 15

インターフェイスの IPアドレスを入力
します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 16

Device(config-if-vrf)ip address
135.35.35.1 255.255.255.0

ルートマップでの IPv6 VRFからグローバルルーティングテーブルオ
プションの設定

始める前に

route-mapコマンドの次の set句を使用できます。

• set ipv6 global next hop：PBRのルートマップの一致基準を満たす IPv6パケットのうち、
グローバルルーティングテーブルが使用されるものの転送先を指定します。

• setglobal：グローバルルーティングテーブルを使用してパケットをルーティングします。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPアクセスリストのタイプを指定し、
対応するアクセスリストコンフィギュ

ip access-list {standard
|extended}[access-list-name
|access-list-number]

ステップ 3

レーションモードを開始します。標

VRF対応 PBRの設定
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目的コマンドまたはアクション

例： 準、拡張、または名前付きアクセスリ

ストを指定できます。Device# ipv6 access-list acl_vrf1

アクセスリストでパケットを許可また

は拒否する基準を定義します。一致基

[sequence-number
]{permit|deny}protocol source
source-wildcard destination
destination-wildcard

ステップ 4

準は、IPアドレス、IPアドレスの範
囲、および他の IPパケットアクセス

例： リストのフィルタリングオプションに

基づいて定義できます。サポートされDevice(config-ipv6-acl)# 10 permit
ipv6 1333::/64 2000::/64 るアクセスリストは、名前付きアクセ

スリスト、番号付きアクセスリスト、

標準アクセスリスト、および拡張アク

セスリストです。一致基準の定義には

Cisco IOSソフトウェアのすべての IP
アクセスリスト設定オプションを使用

できます。

あるルーティングプロトコルから別の

ルーティングプロトコルへルートを再

route-map map-tag [permit |deny
][sequence-number]

例：

ステップ 5

配布する条件を定義するか、ポリシー

ルーティングをイネーブルにします。Device(config-route-map)# route-map
vrf1_global_v6 permit 10 ルートマップコンフィギュレーション

モードを開始します。

標準アクセスリストまたは拡張アクセ

スリストで宛先ネットワーク番号のア

match ip-address {acl-number
[acl-number |acl-name ]|acl-name
[acl-name|acl-number]}

ステップ 6

ドレスが許可されているルートを転送

例： し、一致したパケットのポリシールー

ティングを行います。Device(config-route-map)# match ipv6
address acl_vrf1

• •IPアクセスリストがサポートされ
ます。

• •この例は、標準アクセスリスト 1
を使用して一致基準を定義するよ

うに、ルートマップを設定してい

ます。

パケットをルーティングするためのネ

クストホップを指定します。

set ip default global next-hop
ip-address[ip-address]

ステップ 7

• set global

例：

Device(config-route-map)# set ipv6
default global next-hop 1335::1
or
Device(config-route-map)# set global

VRF対応 PBRの設定
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目的コマンドまたはアクション

100ギガビットイーサネットインター
フェイスを設定し、インターフェイス

interface HundredGigE
rack/slot/module/port

例：

ステップ 8

コンフィギュレーションモードを開始

します。Device(config-if)# interface
HundredGigE1/0/11

インターフェイスをレイヤ 3イーサ
ネットインターフェイスとして設定し

ます。

no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステップ 9

VRFをレイヤ 3インターフェイスに対
応付けます。

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 10

Device(config-if)vrf forwarding vrf1

インターフェイスの IPアドレスを入力
します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 11

Device(config-if-vrf) ipv6 address
1000::1/64

PBRで使用するルートマップを識別し
ます。

ip policy route-map map-tag

例：

ステップ 12

Device(config-if)ipv6 policy route-map
vrf1_global_v6

インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを終了し、特権 EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Device(config-if) end

ステップ 13

100ギガビットイーサネットインター
フェイスを設定し、インターフェイス

interface HundredGigE
rack/slot/module/port

例：

ステップ 14

コンフィギュレーションモードを開始

します。Device(config)# interface
HundredGigE1/0/25

インターフェイスをレイヤ 3イーサ
ネットインターフェイスとして設定し

ます。

no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステップ 15

インターフェイスの IPアドレスを入力
します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 16

Device(config-if-vrf) ipv6 address
1335::2/64

VRF対応 PBRの設定
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目的コマンドまたはアクション

明示的な IPv6アドレスが設定されてい
ないインターフェイスにおける IPv6処
理をイネーブルにします。

ipv6 enable

例：

Device(cofig-if) ipv6 enable

ステップ 17

ルートマップでのグローバルルーティングテーブルから VRFの設定

始める前に

route-mapコマンドの次の set句を使用できます。

• set ip vrf vrf-namenext-hopip-address[ip-address]：VRFに対して指定されたネクストホップ
を使用して、ルートマップの一致基準を満たす IPv4パケットのルーティング先を示しま
す。

• set ip default vrf vrf-namenexthopip-address[ip-address]：VRFのルーティングテーブルに IP
アドレスが存在することを確認します。IPアドレスが存在する場合、パケットのポリシー
ルーティングは行われず、ルーティングテーブルに基づいて転送されます。IPアドレスが
ルーティングテーブルに存在しない場合、パケットのポリシールーティングが行われ、指

定されたネクストホップに送信されます。

• set vrf：特定の VRFテーブルを使用して、その VRFに属するインターフェイスのいずれ
かを介してパケットをルーティングします。VRFテーブルにルートがない場合、そのパ
ケットはドロップされます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPアクセスリストのタイプを指定し、
対応するアクセスリストコンフィギュ

ip access-list {standard
|extended}[access-list-name
|access-list-number]

ステップ 3

レーションモードを開始します。標

例： 準、拡張、または名前付きアクセスリ

ストを指定できます。Device# ip access-list standard 10
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目的コマンドまたはアクション

アクセスリストでパケットを許可また

は拒否する基準を定義します。一致基

[sequence-number ]{permit
|deny}protocol source source-wildcard
destination destination-wildcard

ステップ 4

準は、IPアドレス、IPアドレスの範
例： 囲、および他の IPパケットアクセス

リストのフィルタリングオプションにDevice(config-ipv4-acl)# 10 permit
133.33.33.0 0.0.0.255 基づいて定義できます。サポートされ

るアクセスリストは、名前付きアクセ

スリスト、番号付きアクセスリスト、

標準アクセスリスト、および拡張アク

セスリストです。一致基準の定義には

Cisco IOSソフトウェアのすべての IP
アクセスリスト設定オプションを使用

できます。

あるルーティングプロトコルから別の

ルーティングプロトコルへルートを転

route-map map-tag [permit|deny
][sequence-number]

例：

ステップ 5

送する条件を定義するか、ポリシー

ルーティングを有効にします。ルートDevice(config-route-map)# route-map
global_vrf permit 10 マップコンフィギュレーションモード

を開始します。

標準アクセスリストまたは拡張アクセ

スリストで宛先ネットワーク番号のア

match ip-address {acl-number
[acl-number |acl-name ]|acl-name
[acl-name |acl-number]}

ステップ 6

ドレスが許可されているルートを転送

例： し、一致したパケットのポリシールー

ティングを行います。Device(config-route-map)# match ip
address 10

• •IPアクセスリストがサポートされ
ます。

• •この例は、標準アクセスリスト 1
を使用して一致基準を定義するよ

うに、ルートマップを設定してい

ます。

set ip vrf
vrf-namenext-hopip-address[ip-address]

set ip vrf vrf-name next-hop
ip-address[ip-address]

ステップ 7

コマンドは、VRFに対して指定された• set ip default
vrfvrf-namenext-hop{ip-address[ip-address] ネクストホップを使用して、ルート

マップの一致基準を満たす IPv4パケッ
トのルーティング先を示します。

• set vrfvrf-name

例：
defaultキーワードにより、VRFのルー
ティングテーブルに IPアドレスが存在

Device(config-route-map)# set ip vrf
vrf2 next-hop 135.35.35.2
or することが確認されます。IPアドレス
Device(config-route-map)# set ip

が存在する場合、パケットのポリシーdefault vrf vrf2 next-hop 135.35.35.2
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目的コマンドまたはアクション

or
Device(config-route-map)# set vrf
vrf2

ルーティングは行われず、ルーティン

グテーブルに基づいて転送されます。

IPアドレスがルーティングテーブルに
存在しない場合、パケットのポリシー

ルーティングが行われ、指定されたネ

クストホップに送信されます。

set vrfキーワードを使用すると、特定
のVRFテーブルを使用して、そのVRF
に属するインターフェイスのいずれか

を介してパケットがルーティングされ

ます。VRFテーブルにルートがない場
合、そのパケットはドロップされま

す。

100ギガビットイーサネットインター
フェイスを設定し、インターフェイス

interface HundredGigE
rack/slot/module/port

例：

ステップ 8

コンフィギュレーションモードを開始

します。Device(config-if)# interface
HundredGigE1/0/11

インターフェイスをレイヤ 3イーサ
ネットインターフェイスとして設定し

ます。

no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステップ 9

インターフェイスの IPアドレスを入力
します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 10

Device(config-if-vrf)ip address
100.1.1.1 255.255.255.0

PBRで使用するルートマップを識別し
ます。

ip policy route-map map-tag

例：

ステップ 11

Device(config-if) ip policy route-map
global_vrf1

インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを終了し、特権 EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 12

100ギガビットイーサネットインター
フェイスを設定し、インターフェイス

interface HundredGigE
rack/slot/module/port

例：

ステップ 13

コンフィギュレーションモードを開始

します。Device(config)# interface
HundredGigE1/0/25
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスをレイヤ 3イーサ
ネットインターフェイスとして設定し

ます。

no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステップ 14

VRFをレイヤ 3インターフェイスに対
応付けます。

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 15

Device(config-if)# vrf forwarding vrf2

インターフェイスの IPアドレスを入力
します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 16

Device(config-if-vrf)# ip address
135.35.35.1 255.255.255.0

ルートマップでの IPv6グローバルルーティングテーブルから VRFの
設定

始める前に

route-mapコマンドの次の set句を使用できます。

• set ipv6 vrf vrf-name next-hopip-address[ip-address]：VRFに対して指定されたネクストホッ
プを使用して、ルートマップの一致基準を満たす IPv6パケットのルーティング先を示し
ます。

• set ip default vrf vrf-namenexthopip-address[ip-address]：VRFのルーティングテーブルに IP
アドレスが存在することを確認します。IPアドレスが存在する場合、パケットのポリシー
ルーティングは行われず、ルーティングテーブルに基づいて転送されます。IPアドレスが
ルーティングテーブルに存在しない場合、パケットのポリシールーティングが行われ、指

定されたネクストホップに送信されます。

• set vrf：特定の VRFテーブルを使用して、その VRFに属するインターフェイスのいずれ
かを介してパケットをルーティングします。VRFテーブルにルートがない場合、そのパ
ケットはドロップされます。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

Device> enable
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

IPアクセスリストのタイプを指定し、
対応するアクセスリストコンフィギュ

ip access-list {standard
|extended}[access-list-name
|access-list-number]

ステップ 3

レーションモードを開始します。標

例： 準、拡張、または名前付きアクセスリ

ストを指定できます。Device# ipv6 access-list acl_vrf1

アクセスリストでパケットを許可また

は拒否する基準を定義します。一致基

[sequence-number]{permit|deny}protocol
source source-wildcard destination
destination-wildcard

ステップ 4

準は、IPアドレス、IPアドレスの範
例： 囲、および他の IPパケットアクセス

リストのフィルタリングオプションにDevice(config-ipv6-acl)# 10 permit
ipv6 1333::/64 2000::/64 基づいて定義できます。サポートされ

るアクセスリストは、名前付きアクセ

スリスト、番号付きアクセスリスト、

標準アクセスリスト、および拡張アク

セスリストです。一致基準の定義には

Cisco IOSソフトウェアのすべての IP
アクセスリスト設定オプションを使用

できます。

あるルーティングプロトコルから別の

ルーティングプロトコルへルートを転

route-map map-tag [permit |deny
][sequence-number]

例：

ステップ 5

送する条件を定義するか、ポリシー

ルーティングを有効にします。ルートDevice(config-route-map)# route-map
global_vrf_v6 permit 10 マップコンフィギュレーションモード

を開始します。

標準アクセスリストまたは拡張アクセ

スリストで宛先ネットワーク番号のア

match ip-address {acl-number
[acl-number |acl-name ]|acl-name
[acl-name|acl-number]}

ステップ 6

ドレスが許可されているルートを転送

例： し、一致したパケットのポリシールー

ティングを行います。Device(config-route-map)# match ipv6
address acl_vrf1

• •IPv6アクセスリストがサポートさ
れます。

• •この例は、標準アクセスリスト 1
を使用して一致基準を定義するよ

うに、ルートマップを設定してい

ます。
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目的コマンドまたはアクション

set ipv6 vrf
vrf-namenext-hopip-address[ip-address]

set ip vrf vrf-name next-hop
ip-address[ip-address]

ステップ 7

コマンドは、VRFに対して指定された• set ip default
vrfvrf-namenext-hop{ip-address[ip-address] ネクストホップを使用して、ルート

マップの一致基準を満たす IPv4パケッ
トのルーティング先を示します。

• set vrfvrf-name

例：
defaultキーワードにより、VRFのルー
ティングテーブルに IPアドレスが存在

Device(config-route-map)# set ipv6
vrf vrf2 next-hop 1335::1
or することが確認されます。IPアドレス
Device(config-route-map)# set ipv6

が存在する場合、パケットのポリシーdefault vrf vrf2 next-hop 1335::1

ルーティングは行われず、ルーティンor
Device(config-route-map)# set vrf
vrf2 グテーブルに基づいて転送されます。

IPアドレスがルーティングテーブルに
存在しない場合、パケットのポリシー

ルーティングが行われ、指定されたネ

クストホップに送信されます。

set vrfキーワードを使用すると、特定
のVRFテーブルを使用して、そのVRF
に属するインターフェイスのいずれか

を介してパケットがルーティングされ

ます。VRFテーブルにルートがない場
合、そのパケットはドロップされま

す。

100ギガビットイーサネットインター
フェイスを設定し、インターフェイス

interface HundredGigE
rack/slot/module/port

例：

ステップ 8

コンフィギュレーションモードを開始

します。Device(config-if)# interface
HundredGigE1/0/11

インターフェイスをレイヤ 3イーサ
ネットインターフェイスとして設定し

ます。

no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステップ 9

インターフェイスの IPアドレスを入力
します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 10

Device(config-if-vrf)# ipv6 address
1000::1/64

PBRで使用するルートマップを識別し
ます。

ip policy route-map map-tag

例：

ステップ 11

Device(config-if)# ipv6 policy
route-map global_vrf_v6
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレー

ションモードを終了し、特権 EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 12

100ギガビットイーサネットインター
フェイスを設定し、インターフェイス

interface HundredGigE
rack/slot/module/port

例：

ステップ 13

コンフィギュレーションモードを開始

します。Device(config)# interface
HundredGigE1/0/25

インターフェイスをレイヤ 3イーサ
ネットインターフェイスとして設定し

ます。

no switchport

例：

Device(config-if)# no switchport

ステップ 14

VRFをレイヤ 3インターフェイスに対
応付けます。

vrf forwarding vrf-name

例：

ステップ 15

Device(config-if)# vrf forwarding vrf2

インターフェイスの IPアドレスを入力
します。

ip address ip-address subnet-mask

例：

ステップ 16

Device(config-if-vrf)# ipv6 address
1335::2/64

明示的な IPv6アドレスが設定されてい
ないインターフェイスにおける IPv6処
理をイネーブルにします。

ipv6 enable

例：

Device(cofig-if)# ipv6 enable

ステップ 17

VRF対応 PBRの設定例

例：ルートマップにおける VRFインターフェイスの継承 VRFとしての
設定

次に、ルートマップで VRFインターフェイスを継承 VRFとして設定する例を示します。
Device(config)# ip access-list standard 10
Device(config-ipv4-acl)# 10 permit 133.33.33.0 0.0.0.255
Device(config-route-map)# route-map vrf1_vrf1 permit 10
Device(config-route-map)# match ip address 10
Device(config-route-map)# match length 64 1500
Device(config-route-map)# set ip next-hop 135.35.35.2
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/11
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf1
Device(config-if-vrf)# ip address 100.1.1.1 255.255.255.0
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Device(config-if)# ip policy route-map vrf1_vrf1
Device(config-if)# end
Device(config)# interface HundredGigE1/0/25
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf1
Device(config-if-vrf)# ip address 135.35.35.1 255.255.255.0

例：ルートマップにおける IPv6 VRFインターフェイスの継承 VRFとし
ての設定

次に、ルートマップで IPv6 VRFインターフェイスを継承VRFとして設定する例を示します。
Device(config)# ipv6 access-list acl_vrf1
Device(config-ipv4-acl)# sequence 10 permit ipv6 1333::/64 2000::/64
Device(config-route-map)# route-map vrf1_vrf1_v6 permit 10
Device(config-route-map)# match ipv6 address acl_vrf1
Device(config-route-map)# match length 64 1500
Device(config-route-map)# set ipv6 next-hop 1335::1
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/11
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf1
Device(config-if)# ipv6 address 1000::1/64
Device(config-if)# ipv6 policy route-map vrf1_vrf1_v6

Device(config-if)# end
Device(config)# interface HundredGigE1/0/25
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf1
Device(config-if-vrf)# ipv6 address 1335::2/64
Device(config-if-vrf)# ipv6 enable

例：set ip vrf句を使用したルートマップにおける VRFインターフェイ
スの VRF間としての設定

次に、set ip vrf句を使用してルートマップで VRFインターフェイスを VRF間として設定する
例を示します。

Device# ip access-list standard 10
Device(config-ipv4-acl)# 10 permit 133.33.33.0 0.0.0.255
Device(config-route-map)# route-map vrf1_vrf2 permit 10
Device(config-route-map)# match ip address 10
Device(config-route-map)# set ip vrf vrf2 next-hop 135.35.35.2
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/11
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf1
Device(config-if-vrf)# ip address 100.1.1.1 255.255.255.0
Device(config-if)# ip policy route-map vrf1_vrf1
Device(config-if)# end
Device(config)# interface HundredGigE1/0/25
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf2
Device(config-if-vrf)# ip address 135.35.35.1 255.255.255.0
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例：set ip vrf句を使用したルートマップにおける VRFインターフェイ
スの IPv6 VRF間としての設定

次に、set ip vrf句を使用してルートマップで IPv6 VRFインターフェイスをVRF間として設定
する例を示します。

Device# ipv6 access-list acl_vrf1
Device(config-ipv4-acl)# sequence 10 permit ipv6 1333::/64 2000::/64
Device(config-route-map)# route-map vrf1_vrf2_v6 permit 10
Device(config-route-map)# match ipv6 address acl_vrf1
Device(config-route-map)# set ipv6 vrf vrf2 next-hop 1335::1
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/11
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf1
Device(config-if)# ipv6 address 1000::1/64
Device(config-if)# ipv6 policy route-map vrf1_vrf1_v6
Device(config-if)# end
Device(config)# interface HundredGigE1/0/25
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf2
Device(cofig-if-vrf)# ipv6 address 1335::2/64
Device(config-if-vrf)# ipv6 enable

例：set ip default vrf句を使用したルートマップにおける VRFインター
フェイスの VRF間としての設定

次に、set ip vrf句を使用してルートマップで VRFインターフェイスを VRF間として設定する
例を示します。

Device# ip access-list standard 10
Device(config-ipv4-acl)# 10 permit 133.33.33.0 0.0.0.255
Device(config-route-map)# route-map vrf1_vrf2 permit 10
Device(config-route-map)# match ip address 10
Device(config-route-map)# set ip default vrf vrf2 next-hop 135.35.35.2
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/11
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf1
Device(config-if-vrf)#ip address 100.1.1.1 255.255.255.0
Device(config-if-vrf)# ip policy route-map vrf1_vrf2
Device(config-if-vrf)# end
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/25
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf2
Device(config-if-vrf)# ip address 135.35.35.1 255.255.255.0

例：set ip default vrf句を使用したルートマップにおける IPv6 VRFイン
ターフェイスの VRF間としての設定

次に、set ip vrf句を使用してルートマップで IPv6 VRFインターフェイスをVRF間として設定
する例を示します。

Device# ipv6 access-list acl_vrf1
Device(config-ipv6-acl)# sequence 10 permit ipv6 1333::/64 2000::/64
Device(config-route-map)# route-map vrf1_vrf2_v6 permit 10
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Device(config-route-map)# match ipv6 address acl_vrf1
Device(config-route-map)# set ipv6 default vrf vrf2 next-hop 1335::1
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/11
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf1
Device(config-if-vrf)# ipv6 address 1000::1/64
Device(config-if-vrf)# ipv6 policy route-map vrf1_vrf2_v6
Device(config-if-vrf)# end
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/25
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf2
Device(config-if-vrf)# ipv6 address 1335::2/64
Device(config-if-vrf)# ipv6 enable

例：set vrf句を使用したルートマップにおける VRFインターフェイス
の VRF間としての設定

次に、set vrf句を使用してルートマップで VRFインターフェイスを VRF間として設定する例
を示します。

Device# ip access-list standard 10
Device(config-ipv4-acl)# 10 permit 133.33.33.0 0.0.0.255
Device(config-route-map)# route-map vrf1_vrf2 permit 10
Device(config-route-map)# match ip address 10
Device(config-route-map)# set vrf vrf2
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/11
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf1
Device(config-if-vrf)# ip address 100.1.1.1 255.255.255.0
Device(config-if)# ip policy route-map vrf1_vrf2
Device(config-if)# end
Device(config)# interface HundredGigE1/0/25
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf2
Device(config-if-vrf)# ip address 135.35.35.1 255.255.255.0

例：set vrf句を使用したルートマップにおける IPv6 VRFインターフェ
イスの VRF間としての設定

次に、set vrf句を使用してルートマップで IPv6 VRFインターフェイスを VRF間として設定す
る例を示します。

Device# ipv6 access-list acl_vrf1
Device(config-ipv4-acl)# sequence 10 permit ipv6 1333::/64 2000::/64
Device(config-route-map)# route-map vrf1_vrf2_v6 permit 10
Device(config-route-map)# match ipv6 address acl_vrf1
Device(config-route-map)# set vrf vrf2
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/11
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf1
Device(config-if)# ipv6 address 1000::1/64
Device(confog-f)# ipv6 policy route-map vrf1_vrf2_v6
Device(config-if)# end
Device(config)# interface HundredGigE1/0/25
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf2
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Device(config-if-vrf)# ipv6 address 1335::2/64
Device(config-if-vrf)# ipv6 enable

例：set ip default global句を使用したルートマップでのVRFからグロー
バルルーティングテーブルの設定

次に、set ip default global句を使用してパケットをルートマップで VRFからグローバルルー
ティングテーブルに設定する例を示します。

Device# ip access-list standard 10
Device(config-ipv4-acl)# 10 permit 133.33.33.0 0.0.0.255
Device(config-route-map)# route-map vrf1_global permit 10
Device(config-route-map)# match ip address 10
Device(config-route-map)# set ip default global next-hop 135.35.35.2
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/11
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf1
Device(config-if-vrf)# ip address 100.1.1.1 255.255.255.0
Device(config-if)# ip policy route-map vrf1_global
Device(config-if)# end
Device(config)# interface HundredGigE1/0/25
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if-vrf)# ip address 135.35.35.1 255.255.255.0

例：set ip default global句を使用したルートマップでの IPv6 VRFからグ
ローバルルーティングテーブルの設定

次に、set ip default global句を使用してパケットをルートマップで IPv6 VRFからグローバル
ルーティングテーブルに設定する例を示します。

Device# ipv6 access-list acl_vrf1
Device(config-ipv4-acl)# sequence 10 permit ipv6 1333::/64 2000::/64
Device(config-route-map)# route-map vrf1_global_v6 permit 10
Device(config-route-map)# match ipv6 address acl_vrf1
Device(config-route-map)# set ipv6 default global next-hop 1335::1
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/11
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf1
Device(config-if)# ipv6 address 1000::1/64
Device(config-if)# ipv6 policy route-map vrf1_global_v6
Device(config-if)# end
Device(config)# interface HundredGigE1/0/25
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if-vrf)# ipv6 address 1335::2/64
Device(config-if-vrf)# ipv6 enable

例：set global句を使用したルートマップでのVRFからグローバルルー
ティングテーブルの設定

次に、set global句を使用してパケットをルートマップで VRFからグローバルルーティング
テーブルに設定する例を示します。

VRF対応 PBRの設定
30

VRF対応 PBRの設定

例：set ip default global句を使用したルートマップでの VRFからグローバルルーティングテーブルの設定



Device# ip access-list standard 10
Device(config-ipv4-acl)# 10 permit 133.33.33.0 0.0.0.255
Device(config-route-map)# route-map vrf1_global permit 10
Device(config-route-map)# match ip address 10
Device(config-route-map)# set global
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/11
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf1
Device(config-if-vrf)# ip address 100.1.1.1 255.255.255.0
Device(config-if)# ip policy route-map vrf1_global
Device(config-if)# end
Device(config)# interface HundredGigE1/0/25
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if-vrf)ip address 135.35.35.1 255.255.255.0

例：set global句を使用したルートマップでの IPv6 VRFからグローバル
ルーティングテーブルの設定

次に、set global句を使用してパケットをルートマップで IPv6 VRFからグローバルルーティン
グテーブルに設定する例を示します。

Device# ipv6 access-list acl_vrf1
Device(config-ipv6-acl)# sequence 10 permit ipv6 1333::/64 2000::/64
Device(config-route-map)# route-map vrf1_global_v6 permit 10
Device(config-route-map)# match ipv6 address acl_vrf1
Device(config-route-map)# set global
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/11
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf1
Device(config-if-vrf)# ipv6 address 1000::1/64
Device(config-if)# ipv6 policy route-map vrf1_global_v6
Device(config-if)# end
Device(config)# interface HundredGigE1/0/25
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if-vrf)# ipv6 address 1335::2/64
Device(config-if-vrf)# ipv6 enable

例：set ip vrf句を使用したルートマップでのグローバルルーティング
テーブルから VRFの設定

次に、set ipvrf句を使用してパケットのルーティングと転送をルートマップでグローバルルー
ティングテーブルから VRFに設定する例を示します。
Device# ip access-list standard 10
Device(config-ipv4-acl)# 10 permit 133.33.33.0 0.0.0.255
Device(config-route-map)# route-map global_vrf permit 10
Device(config-route-map)# match ip address 10
Device(config-route-map)# set ip vrf vrf2 next-hop 135.35.35.2
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/11
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if-vrf)# ip address 100.1.1.1 255.255.255.0
Device(config-if)# ip policy route-map global_vrf
Device(config-if)# end
Device(config)# interface HundredGigE1/0/25
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf2
Device(config-if-vrf)# ip address 135.35.35.1 255.255.255.0
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例：set ipv6 vrf句を使用したルートマップでのグローバルルーティン
グテーブルから IPv6 VRFの設定

次に、set ipv6 vrf句を使用してパケットのルーティングと転送をルートマップでグローバル
ルーティングテーブルから IPv6 VRFに設定する例を示します。
Device# ipv6 access-list acl_vrf1
Device(config-ipv4-acl)# sequence 10 permit ipv6 1333::/64 2000::/64
Device(config-route-map)# route-map global_vrf_v6 permit 10
Device(config-route-map)# match ipv6 address acl_vrf1
Device(config-route-map)# set ipv6 vrf vrf2 next-hop 1335::1
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/11
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if-vrf)# ipv6 address 1000::1/64
Device(config-if)# ipv6 policy route-map global_vrf_v6
Device(config-if)# end
Device(config)# interface HundredGigE1/0/25
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf2
Device(config-if-vrf)# ipv6 address 1335::2/64
Device(config-if-vrf)# ipv6 enable

例：set ip default vrf句を使用したルートマップでのグローバルルー
ティングテーブルから VRFの設定

次に、set ipvrf句を使用してパケットのルーティングと転送をルートマップでグローバルルー
ティングテーブルから VRFに設定する例を示します。
Device# ip access-list standard 10
Device(config-ipv4-acl)# 10 permit 133.33.33.0 0.0.0.255
Device(config-route-map)# route-map global_vrf permit 10
Device(config-route-map)# match ip address 10
Device(config-route-map)# set ip default vrf vrf2 next-hop 135.35.35.2
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/11
Device(config-if-vrf)# ip address 100.1.1.1 255.255.255.0
Device(config-if-vrf)#ip policy route-map global_vrf
Device(config-if)# end
Device(config)# interface HundredGigE1/0/25
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf2
Device(config-if-vrf)# ip address 135.35.35.1 255.255.255.0

例：set ipv6 default vrf句を使用したルートマップでのグローバルルー
ティングテーブルから IPv6 VRFの設定

次に、set ipv6 default vrf句を使用してパケットのルーティングと転送をルートマップでグロー
バルルーティングテーブルから VRFに設定する例を示します。
Device# ipv6 access-list acl_vrf1
Device(config-ipv4-acl)# sequence 10 permit ipv6 1333::/64 2000::/64
Device(config-route-map)# route-map global_vrf_v6 permit 10
Device(config-route-map)# match ipv6 address acl_vrf1
Device(config-route-map)# set ipv6 default vrf vrf2 next-hop 1335::1
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/11
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Device(config-if-vrf)# ipv6 address 1000::1/64
Device(config-if-vrf)# ipv6 policy route-map global_vrf_v6
Device(config-if)# end
Device(config)# interface HundredGigE1/0/25
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf2
Device(config-if-vrf)# ipv6 address 1335::2/64
Device(config-if-vrf)# ipv6 enable

例：set vrf句を使用したルートマップでのグローバルルーティング
テーブルから VRFの設定

次に、set vrf句を使用してパケットのルーティングと転送をルートマップでグローバルルー
ティングテーブルから VRFに設定する例を示します。
Device# ip access-list standard 10
Device(config-ipv4-acl)# 10 permit 133.33.33.0 0.0.0.255
Device(config-route-map)# route-map global_vrf permit 10
Device(config-route-map)# match ip address 10
Device(config-route-map)# set vrf vrf2
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/11
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if-vrf)# ip address 100.1.1.1 255.255.255.0
Device(config-if)# ip policy route-map global_vrf
Device(config-if)# end
Device(config)# interface HundredGigE1/0/25
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf2
Device(config-if-vrf)#ip address 135.35.35.1 255.255.255.0

例：set vrf句を使用したルートマップでのグローバルルーティング
テーブルから IPv6 VRFの設定

次に、set vrf句を使用してパケットのルーティングと転送をルートマップでグローバルルー
ティングテーブルから IPv6 VRFに設定する例を示します。
Device# ipv6 access-list acl_vrf1
Device(config-ipv4-acl)# sequence 10 permit ipv6 1333::/64 2000::/64
Device(config-route-map)# route-map global_vrf_v6 permit 10
Device(config-route-map)# match ipv6 address acl_vrf1
Device(config-route-map)# set vrf vrf2
Device(config-if)# interface HundredGigE1/0/11
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if-vrf)# ipv6 address 1000::1/64
Device(config-if)# ipv6 policy route-map global_vrf_v6
Device(config-if)# end
Device(config)# interface HundredGigE1/0/25
Device(config-if)# no switchport
Device(config-if)# vrf forwarding vrf2
Device(config-if-vrf)#ipv6 address 1335::2/64
Device(config-if-verf)# ipv6 enable
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VRF対応 PBRの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1 : VRF対応 PBRの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。Cisco IOS XE Gibraltar 16.12.1VRF対応 PBR
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